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親子 で 踊って 遊 へるエアロ ヒワス で、 ま 

年端や佐 力 ，目的に拡びてスポーツを 楽しむ祭典 

生涯スポーツセミナー 
～スポーツコ ニ スタ・ ふ くあ か～ 

Ⅰスポーツクラブ 発表 

1 「 月 「 2 日、 生涯スポーツセミナー " スポーリフ エ 
スタ・ ふ くお ガ 。 ガ岡垣 サンリーアイ・ 町民総合 
グラウンド・ 囲垣中学校バラウンドで 開催されま 
した。 
" スポーツフェスタ・ふく おガ " とは、 だれも 

ガ 、 それぞれの年齢や 体力、 目的に応じてスポー 

卜 Ⅰ 一 ⅠⅠ。 ⅠⅠ 呂廿 ⅠⅠⅡⅠⅠⅠ   ツを 楽しめる県民のスポーツ しブ リエーションの 
  祭典です。 
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， @ Ⅱ ;         

Ⅰ高齢者の健康づくり 教室 
  長生きの秘けつは 健康です。 ケア ビ フスなどの座っ 

てできる体操で、 身体もあ ったまったのでは。 

  

  

Ⅰスボー ツ レクリエーション 祭 
Ⅰ n  O 化 zaga 化 ソ 

各団体の大会などが 開ガ れた、 スポー 
ツ レフリエーション 祭 。 皆さん知って い 
ます ガ ? インディア カや ターゲット・ バ一 

ドゴルフ。 
バドミントンの 羽の先 ガ ゴルフボール 
にな -) ている シゃ トルボールを 、 ビ ーテ 

パラリ ル を さガ さまにしたような 目標に 
両ガ -) て打つ、 ターゲット・バード コル 

フ には、 たくさんの子どもたち ガ 挑戦し 
ていました。 

    "" 一 """ 。 "'""" 一 "" "" 

Ⅰ = コースポーツ 体験広場 
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青空の下、 姉弟や夫婦で 参加した人が 多 
ガっ たこのスポーツチヤンバラ。 負けそう 
なのでこ 刀 流で挑戦した 人もいました。 笑 
いの堪えないコーナ 一の一つでした。 

また、 ユカールというカーリングに 似た 
競技も、 好評を得ていました。 

Ⅰサッカー教室 & スポーツト一クショー 

- -   
-     甘 

二う - 六 

ハミンバホールでのスポーツト 一フショーで 

は 、 松木安太郎さん ガ、 「チームスート やクラ 

なり、 人を思いやる 心などに っなガり 、 自分の 

    後 甘や教え子や 子どもた 5 と向き合うこさにも 
; のをいうと思います。 」と話し、 そのほガオ リ 
  ンピッ フ の日本代表のことなど、 いろいろな話 

  をしてく n ました。 

集まり、 松木安太郎さん ガら 指導を受けました。     
 
 

丁
 
 
 

¥
 
Ⅱ
 Ⅰ
 

Ⅱ
 、   l へ 。 」 

。 ㌧ 、 。 ぷ 
ト '" 

        j   ズ   

;
 肛
   

  

  

 
 

 
 

 
 

  

  

 
 

  

 
 

   
 

 
 
  

  
、 / 

占                                           平成℡ 年 ℡ 月 ?5 日号 



  

ワ 

◆
立
候
補
◆
 

0
 候
補
届
出
書
類
等
事
前
審
査
 

と
き
平
成
ば
年
 1
 円
凶
日
一
水
 一
 

l
 
ド
 Ⅲ
 8
 忙
 Ⅲ
 句
 プ
 リ
 ・
 後
 0
 時
ま
で
 

 
 

と
 -
 
」
 ろ
岡
 垣
田
役
場
 

  

0
 立
候
補
受
付
 

と
き
 
T
 成
 B
 年
 l
 月
Ⅱ
 日
 一
人
一
 

 
 

と
 -
 
」
 ろ 

岡
垣
町
役
場
 

本
館
 3
 階
大
会
 講
室
 

◆
今
回
投
票
で
き
る
 人
 ◆
 
に
 生
ま
れ
 

 
 

 
 

 
 

キ
よ
 
、
選
挙
に
投
票
で
き
ま
せ
ん
，
 

◆
投
票
所
入
場
券
◆
 

 
 

 
 
 
 
 
 

一
件
 
化
耳
 
ぎ
で
き
ま
ぜ
ん
の
で
、
 

 
 

 
 
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
は
、
選
挙
 

管
理
委
員
会
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
 -
 
い
 。
 

ま
た
、
Ⅱ
の
不
自
由
な
人
で
、
点
字
 

 
 

理
 委
員
会
へ
中
し
 ヅ
ソ
く
 /
 さ
し
 

 
 

◆
投
票
◆
 

 
 
 
 

忘
れ
た
り
し
た
と
き
は
投
票
所
の
受
付
 

 
 

ガ
 
Ⅰ
 

 
 

い
ま
す
：
 

 
 
 
 
 
 

 
 ◆

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
◆
 

 
 

-
 と
が
で
き
ま
す
，
 

と
き
平
成
ぱ
年
 1
 月
げ
目
 -
 
久
一
 

 
 

 
 と

 -
 
」
 ろ
 

岡
垣
町
役
場
 

本
館
 1
 階
 
一
 0
 
一
会
 諾
室
 

◆
不
在
者
投
票
◆
 

選
挙
の
当
日
に
次
の
手
 頃
 に
あ
た
る
 

場
合
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
ず
，
 

①
仕
事
や
親
族
の
冠
 婚
弗
 祭
な
ど
の
 予
 

 
 

  

  

0
 旅
行
・
レ
ジ
ャ
ー
 や
 買
い
物
 ぞ
の
ほ
 

 
 

 
 

妊
娠
な
ど
に
 ょ
げ
歩
 

  

%
 
 間
 

平
成
 H
 午
ェ
月
巧
日
 （
 
吠
 し
か
 

ら
 幻
日
一
山
）
ま
で
の
午
前
 8
 時
㏄
分
か
 

ら
 午
後
 8
 時
ま
で
 

と
 -
 
」
 ろ
 

岡
垣
町
役
場
 0
 
一
会
話
・
 
云
ぷ
 

持
っ
て
く
る
も
の
え
場
 
弗
 （
届
い
て
 

い
な
い
場
合
は
本
人
と
確
認
で
き
る
 あ
 

 
 
◆
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
は
 

@
 
」
利
用
く
だ
さ
い
●
 

0
 点
字
投
票
・
代
理
投
票
 

身
体
に
 阻
 害
の
あ
る
人
、
字
の
か
け
 

な
い
人
は
投
要
所
で
 俺
貝
 に
申
し
・
出
て
 

く
だ
さ
 

 
 

係
員
が
あ
な
た
に
か
わ
っ
て
代
地
 し
 

 
 

字
 に
よ
っ
で
股
栗
す
る
こ
と
が
で
き
ま
 

 
 

0
 郵
便
投
票
 

身
体
障
再
考
手
帳
を
お
持
 ち
 ㈲
人
で
、
 

手
性
 に
 

 
 

 
 ま

た
は
、
 

心
臓
・
じ
ん
 
臓
 
・
呼
吸
器
・
ぼ
う
こ
 

っ
 ・
直
腸
・
小
腸
の
障
害
の
程
度
が
 

 
 

と
記
戟
 さ
れ
て
い
る
人
は
、
郵
便
に
よ
 

る
 投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

 
 

八
 で
、
一
定
の
障
害
の
あ
る
人
も
郵
便
 

に
よ
 る
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
：
 

郵
便
投
票
証
明
 当
 の
申
請
 

 
 

 
 

前
 ま
で
に
申
請
な
し
て
く
だ
さ
い
「
 

◆
 他
 市
町
村
に
一
時
的
に
 

滞
在
し
て
い
る
人
は
ご
利
用
を
◆
 

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
学
校
や
 

仕
申
 の
 都
 台
な
ど
で
。
一
時
的
に
他
市
 

町
村
に
 湘
 作
し
で
い
る
人
で
、
抜
出
 当
 

Ⅱ
ま
た
は
不
在
者
投
票
期
間
中
に
投
票
 

 
 

 
 

①
Ⅲ
旭
町
選
挙
背
理
 

委
呈
会
 
に
投
票
 
川
 

紙
を
申
請
し
ま
す
：
一
山
論
Ⅲ
紙
は
 

選
苧
管
理
委
員
会
に
あ
り
ま
す
，
 

一
 

②
 当
町
 選
挙
世
 
理
委
 貝
金
が
不
在
者
 

投
 

 
 

た
 場
合
に
、
投
票
Ⅲ
 

紙
 と
不
在
若
枝
 

  

 
 

し
ま
す
こ
 

 
 

 
 

会
 に
行
っ
で
 
投
 明
し
ま
す
。
 

 
 

の
 選
挙
管
理
委
員
会
か
 
へ
 

ら
 岡
垣
町
選
挙
背
理
委
 

 
 

同
会
に
送
付
さ
れ
ま
ず
，
 

◆
開
票
速
報
を
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
 

岡
 垣
 町
長
選
挙
 
り
 

速
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
 

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

最
も
身
近
な
選
挙
の
開
聞
 管
 

阜
臆
 

"
 
足
玉
 

時
か
ら
 
同
加
町
の
 
ホ
ー
ム
 

町
 

ぺ
 ー
 ジ
で
家
に
居
な
が
ら
 上
 
一
 
日
 一
 

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 岡
 

 
 

山几 ）   
    
  
    
  

/ 
/@.   
      
ヰ 

r" 由   

  
ヴヰヤ 

  
" ノ 
ア マⅡ   
ノへノ ノ ナ - ア @ 

  

Ⅰ "- Ⅰ @     
リー、   
  
ア -   
  

  旦耳 
"" 宝 

禾 を
埴
 

@
@
@
 

Ⅰ
Ⅰ
 Ⅰ
Ⅰ
 

 
 

 
 

。
 
侵
 も臣仮 」。 ヰ " 一一 @", " ン 
メ : や @ ム ・ 
せゴ ニャ 
ト " 
  

Ⅰ
Ⅰ
 @
 
-
+
 Ⅰ
Ⅰ
 -
 

る 

町下 

  平成 は年 ㍗ 月 ?5 日 号ク 



  
  - 治 デ " 。 "" 宙 

  

わし 

目 
巾 ⅡⅡ 

暉ノ 

  

  く i'" 「 """" 

ガ 、 手当をち 
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到 Q  児童手当， て伺 : 駒 Q  特別児童扶養手当， て僻 
匝コ A : ク ( 世代を押   う 児童の健全な 育成と                                                                                 囲 A                                                                                                                                                                                                                                           

手 Ⅰを 支 糸竹・する @ ， Ⅱ度です・ 千 当を受けられる 人は   を 図ることを @-l 的に 兵 当を支給する 制度です     

                                      があ っで、 黄粉教育就学双の 児苗を 典育 l, ている人   手当を受け                                                                                                                 り精神や身体に 障害 

ただし、 前年所得によ う     / 支給されないこともあ ります   のあ る児童を監護している                   または父母                                                                   

屯を丑有 している人に 支給されます     

回 Q ド ;i 害の程度は 、 指 だの診断 : 沖で判定を行います ，また、 対象、 
児童手当受給中の 人は 、 何か手続きがあ るの ? 

川 章が児 苛 ．福祉施設 ( 保育所、 適同施設は除きます )!: ソ、 所して 

回 A 前 午の所得状況や f 片上日現任の 児屯の養育状況を いる場合や父 げ、 父 げに代わっでぞの 児 草を % 台している人   
確認するために、 「現況 届 : が必要です・ この 届 同居の扶権 義務 考 の前年所得，によっては 支給されない - と も あ 

出 がないと、                                       当の受給ができなくなります .) ます   

詳しくは、 袖 ・ 祉課 福祉係へⅢ ぃ 合わせください   

図 Q  児童扶養手当， て舶 
棒頭 Q  特別児童扶養手当受給中の あ るの ? 人は 、 何か手続きが 匿ヨ A げ 口 千世帯など㈲ 的で、 父親がいない 生活の安 児童 ボ糾甲 ( 父親が王 ) 、 自立を促進ずる 雙陣 肖者で、 

児竜が 公的年金の加 弗 対象となっている 場合は除く ) に 手 Ⅲ を 歴三 A 児竜 在 lz) 扶養子 児踵 の 当 曄育 と同様、 状況を確認するために、 前年の所得状況や 8, 「現況 月 ⅠⅡ現 届 ; 
支給する 別度 です が 必要です - この届け出がないと、 R Ⅱ以降の千世の ， - ぎ給がで 

手当を受 @. ナ られる人は 、 父ほ が 婚姻を解消した 児童・父が死 きなくなりま - 打   

亡じた児童 ( 公的 ヰ 今が受けられる 場合を除く ) . 父が 刊庄 陣吉 

                                        圭 で、 公的年金㈲仙郎対象となっていない 児竜 なと     

にあ ではまる人です。 しかし、 いずれの場合も 受給 原 Ⅲの発生 
繭 Q  イ呆育戸折へ 来年 4 月から入所したいときは ? 

から :i 午を過ぎると、 時効 " Ⅰ，受給 肝が皿 くなります，また、 千 ・ 

        を 受けようとする 人、 ぞの配偶者・ 同店 扶拍艶 勝者の前年                   斗 國 A を 引 Ⅰ） @j 唄保 9% 所 日 - 心の 火 @ 人 ユ @ 川 力 ・下 ¥ 募 ら 集 乙 ・を 月 し へま 日 - ハす （ 金 @ び りっ し まご で @ て 束 ま ず 蔀 傑 半 育し 所述 み 

                            って支給されないこともあ ります   l 一 てください，中込用紙などは 福祉 恩袖祉 係、 各保育所に 術え 

詳 しくは・福祉課福祉係へ 凹い合わせください ， 付けています     

⑥定 員 東部保育所 100 人・中部保育所 f60 人 

⑥対象児童 東部保育所 3 か月児一 5 歳 児 

区画 Q 児童扶養手当受給中の あ るの 7 人は 、 何か手続きが 中部保育所 7 か川児一 5 枝川 暦囲 A 前年の所得 確認するために、 状 況 や 8 ; 現況 月 1 届コが Ⅱ現在の児世の 必要です，この 養育状況を 届け ⑨閉所時間 ず も 午 ・ 7 与 カ ー イ デ ク 7 N 七ナ ま 申し込み・問い 合わせ 出 がなりと、 8 月 り、 降の千当の廿 給が -C きなくなり ま す 
福祉課福祉係へ 

/                                    平成 @2 年 l? 月 ?fi 日号 
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Ⅰ       
; 華やかなる文化の 祭典     

  
  第 24 回町民文化祭 

町民文化祭が 1] 同 2 日から 5 日 
の 4 口問、 岡 垣 サンリーアイ・ 中央公民館で 開 

                        御垣サンリーアイ・ハミンバポール 
では、 芸能祭や歌唱・ 歌謡などが 繰                                   

多彩な芸能が 披露され、     々    

一 ;= ボ 功二十 ふヰ /-   -   ゴ /"   なく発揮されていました。 
また、 ギャラリーや 茶室では、 丹精こめて 作 ; 

  "" 一 " " 一一 " 一 " り 上げられた作品の 数々が並び、 訪れた人たち 
は W 氏文化意識の 高さに感心し、 出演者に感動 

を覚えて、 @ ました。 
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心豊かな幼児の 育成のために…     

親子読み聞 ガせ 教室「子どもと 本の出会い・ 実践記録集」全国 版 に掲載 
文部省委嘱世業・ 2000 年子ども詩音     

年記念で、 「子どもと本の 出会い・ 実 
ヰ ・     践 記録集 !! 子どもに理 - を 与えるために」         

が 、 文部省・各省・ 各部道府県教育委 

員 会や公共国許館などに 4,nnn 部保存 

片 ちてとして五曲 圭 Ⅰ 寸 されました。 
この申に福岡県も M 団体が掲賊され、 
その中 !.- 岡垣町の読み 聞かせ教室も 掲 
赦 されました。 
読み聞かせ教室を 開いているくすの   
木の会の河内ムツ 子さん @9 テ ヰ 公 1 京 ) は 、   
「青少年の非行防止は 幼児期の子育て 

が --   . 香 大串です。 三つ子の塊 南 まで   

根を養えば樹は 育つ !! を モット一に本 が 好き !.- な い @ Ⅰ @@ ． ，に - 1 Ⅰ 目 @ @ ナ る 

      
お 。 ヰ   

心 豊 かな幼児の育成と、 親や子ども同十のふれあ いの場としで、 発足して 10 年目となりました。 節目 
のなで意義深く 心新たにさせられました。 幼児教育が公民館講座として 実施されているのは 数少なく、 

岡垣町は本当にあ りがたい町だと 思いまず。 また 手 @z 云いができることに 感謝し、 さらにがんばらねば‥   
と思っています。 冊子 悶 眈を希望する 人は、 両面サンリーアイ 図舌館 にあ りまずので、 ぜ びご覧くだ 

さい。 」と話しでくれました ， 

「
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$; み、 がさ ・ 務 。 苫宙 仏旺 患っ s) 活力に満ちた 福祉コミュニティづくりを…     
平成 12 年度地域福祉活動推進モデル 団体・ジョイフルの 会 
県 地域福祉振興基金から 平成 12 年度地域福祉活動推進モデル 団 
体 として、 ボランティア 団体「ジョイフルの 会」が指定さ ォ Ⅰまし 
た 。 これは地域の 高齢者福祉活動が 認められたものです。 

約 110 人の会員で活動しているジョイフルの 会は、 福祉施設を訪 
間し、 舞踊や姉味線演奏などをして 大変喜ばれています。 また、 
地域一体となってボランティア 活動に取り組んでいます。 

、 ジョイフルの 会会長武田誠さん ( 自切 白谷 ) は、 「 昔 饗設備が無く 
因っでいたところ、 振興基金より 活動費として 助成のお知らせが 
あ り、 大変うれしく 思っていまず。 地域イベントにも 参加します 
ので、 ぜひ声をかけてください。 これからも一層がんばっていき 
ます 目 と話してくれました。 

  
  

  
  21 世紀を見据えた 農業を 

                  捷 ; 志商 異業主 蓮 % 台 嚢 H 総兵 良菜経営の健全な 発展を図り、 農業経営の確立と 地域   志向業業者連絡会設立総会が 行われました。 「 20 年前は 800 戸の農家があ りましたが、 現在では 449 戸 
と 減ってきでいます。 後継者問題など 様々な問題をかか 
えでいますが、 皆さんといっしょに 今後の岡同町の 農業 
の 振興を図っでいきたい ，」と吉田俊隆さん ( 吉木 ) 。 

  "   "":"""":"" 丈 。 " 巴 
    

ま定・志ぬ n な さ 迅毛奈窟 
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子どもの心を 育てるシンポジウム 

11 月 18 日、 岡 垣 サンリーアイ・ウェーブアリーナで 子どもの心を 育で 
る全国研究集会・ 西日本大会「子どもの 心を育てるシンポジウム in 囲垣」 
が開催されました。 
文部省生涯学習同社会教育官の 結城光夫さんが「我が 国の青少年教育 
施策」と題し 基調講演を行われ、 事例発表では、 子育てネットワーク 

  加 しました，     

  

      ナ 」 同地中学校吹奏楽部 
の 演奏をはさみ、 単独 

無 寄港世界一周 278 日を達成した 冒険家の今 給黎 教子さんの記俳講演が 行 
われ、 最後のシンポジウムでは、 「子どもの 心 、 大人の心」と 題し、 今 給黎 
教子さん・横山正幸福岡教育大学教授・ 全国生涯学習まちづくし 研究会   

八女・筑後支部代表の 江早口先さん・ 結城光夫さん・ 海老 津 小学校教諭 佐 

藤 浩子さん・安部鉱一郎教育長を パ ネラ一に、 各 小・中学校から 7 人の )' 已 
占 @   生徒 [ 古野 仁珠 さん [ 新海老漢 ) . 島津 亮 くん [ 南山田 ) . 藤原美人里さん 
( 野間二 ) . 森山雄太くん ( 吉木 ) . 中川沙織さん ( 公園通り東 ) . 猿渡 周稚 く 
ん ( 百合 ケ丘 ) . 筑紫真直美さん ( 東商 陽 Ⅱが発表し、 宰を閉じました ， 
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  一 一 

11 月 4 日から 5 日の 2 日間、 ( 財 ) 南 大阪地域 
i と % 産業振興センタ 一で " ね んりん ヒ / ク 2000 
大阪大会堺市将棋交流大会 " か行われ、 福岡咲 

代表として梅木則雄さん ( 南山田 圧 写真左前か 
ら 3 番目「が出場されました。 

各クルーフに 分かれての個人 牡 ては、 見事銀 

賞という 素哺 らしい 戊 繍を残されました。 
ヰ 年木さんは、 「全国大会に 出場てきたたけて 

もうれしかったのに、 日ころの 鯨 卸の成果か出 

て全国でも、 銀賞という 成 荻を残せました 0 本 

当にうれしいですロと 話してくれました。 
Ⅰ写真は、 老人クラフ寺金会長花田守さん 提供 ] 
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参加する人も 読む人もあ んな友達。 こ 
のコーナーてひとつになって 楽しもう。 
「とくしゃの 私書箱 」は、 そんな願いを 
込めに読者のぺ 一シ です。 
楽 しがったごと、 悲しがったことがら 
地区の活動まて 、 まに、 イラスト・ 4 コ 

マまんか・俳句・ Jl@ などの作品もお 待 
ちしています。 
  応募 先ノ 〒 8ll 4233 岡垣町大字野間 697 
- l 岡垣町役場地域振興 諜 ・広報「とく 

しゃの私書箱 」 係 
Ⅹ応募はがきには「住所，氏名 ( 紙上匿 
名も可 ) . 年齢・電話番号」をお 忘れな 

く。 

Ⅱ同 2 円、 海老 津 小学校で、 偉業学習が行われよした - 

これは、 些 かな心を育てる 教育活動の創造を 目的に 、 食に 

関する体験活動を 生かした生活科・ 総合的な学習の 実践を中 

心にしで昨年度から 取り組まれでいるものです。 

ぞの 週 " 程の中で 4 年生の児童たちが、 昔の手作業で 行っで 

いた稲作はどうだったのか、 どのような 農只 - を使っで行っで 

いたのかを知りたいという     希望から、 この学習となりました。   
                                                            足踏み脱穀機など、 背 実際 ! こ 使っ                                           

                                                        つひとつ手作業で 行っていた昔の 世撰を 

/ ⅠⅠⅡ @     
萄 上 洛 秋 山 
焚 壁 笘 深 合 廣 音 常 @ 
  を 蹴 し ひ 相 の の の へ よ 古史 の 芙 悪発 
  ぢ 上 郡   
ヰ公 益           
毬 4 氏 @ ミ 

  
を岡 ゐ 伝 町 夫 木             杖垣 じ軋 鵠千ヰを る クコ きひ 笘綿 水 引船底 子 りと 庭 の 

句       皮 袋   
美 千 千 歳 子ず   子 代 子 治 ゑ       

                              平成㍗ 年 W 月 25 日号 ダ 
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  ソ " 鮪， 。 ・ "" ・ 円 - @ ぐ 。             """ Ⅴ ， ;                                         :". キト   
天候に恵まれた 10 月 22 日、 三吉団地区県道沿いの 畑に 

植えた芋を、 区民かんなの 手で掘り起こしました。 

「区内覚 70 人を超す人が 参加し、 みんなで楽しく 芋掘 

りをしました。 今年はじめて 芋を植えてみましたが、 大 

変偶作でした。 恵の家や海老漢厨の 人たちにも食べても 

らおうと、 子ども会の皆さんが 持つて行き，大変     馨 んで 
  、 … 、 ・ - - 、 一 ， 、 。 ぃ @ , 一 - 。 ，ナ 」 - Ⅰ ， 。 ・ 。 l 、 

  

  

    ございました。 」と話す姉吉団地区長大庭上 伍 さん。   

士、 だ 7- い 7_ とのことでし / こ 。 首邑 んレ / 」 協ア J めりがと っ 

[ 写真は、 三吉団地区長大庭王佐さん 提供 ) 

．。 ， ヰサ ー :v 臣 - 。   
文ィヒ祭 作品展を開催しました。 

Ⅰ 
ⅠⅠ 

小学生から成人まで 出展者 10l   人による 素哺 らしい 展 
  作品 231 点が、 会場 - 杯に手際よく 展示され、   来賓をはじめ、 ほ 内外から 22f 人のご鑑賞をいただき、 多くの 問 

  区民文化の向上．に 貢献するとともに、 相互交流の輪を 催 
@ げることができました。 
皆さんのご理解とご 協力に対しし ょ j 、 お礼申しあ 

  
  
            まュ Ⅰ 、     

[ 写真と原稿は、 南山田区公民館長佐伯一美さん 提供 ] 

矢崎奈美子さん③       ;"g 甜 
ボ - ラ 化粧ポロ Mis 営業所 

今月のさわや ガ さんは、 卓球で全国制 
覇を成し遂げ、 広報お ガガき 「 2 月「 0 日号 
0 表紙を飾ってくれた、 矢崎さんの登場 
です。 

ヰ 毎日の仕事はどうでヲガ ? 
エーステラ ピヌ、 トと メークの資格を 持っていま 
す。 お客様が美しくなって ， 喜ばれるごとがと 

ても励みになっています ， 

ナ 趣味は何でヲガ ? 
約 3 年前から、 卓球の練習を 再開しました。 

現在、 週に 4l 月 l 練習をしてかまず。 先 同行われ 

た 全国青年大会で 団体準優勝、 な子シン   
で使 勝 しました。 

休みの口は、 囲 垣ザンリーアイのフィット ネ 、 

ス 、 ジムに行ったり、 中学生の卓球の 指導を l 一 て 

います 

ナ性格は ? 
性格ですか ?  何 ごとにもこだわりをもって、 

とことん 軌 中する フイブ ですかね。 人からは、 

「熱いな」 ど 言われます， 

ナ 最後に将来の 夢や目標は ? 
浜崎あ ゆみの フ，ン なので、 究極な " あ ゆ " 

になることです " でも、 友人たちは " あ の " で 

はなく、 " さば " と言います「 

歳を 25 歳だと " さば " を呼んでかるから ? 

最後に一言。 このコーナ一に 出たかったので、 

  っ 夢が展 l. いました， 
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平成Ⅱ 8 度文化財展示 

米作りの 全七音 守生涯 蛍 き づ   
毎日食べている 米をテーマに、 今回は米作りを 取りあ げます。 
米作りも今では 機械化 ガ 進みましたが、 ちよっこ首 までほ、 手作 
案ガ中心でした。 
最近では、 なガな ガ見ることのできない、 米作りの道具を 通して子来 
作り ] を考えま す 。 

ア
フ
 胡 期 斤 :  平成 13 年 1  月 20 日 ( 土 ) ～ 29 日 ( 月 ) までの 10 日間 

午前 9 時～午後 5 時まで 
ところ     岡垣 サンリーアイ 展示ホール・ギャラリー 

  

斧 " 「 ， "" 

衰苗   ㌔ 
  

●板塀遺跡発掘調査速報 展 ●地域の文化財 几糠塚 』 編 

平成 12 年度の 4 月から 6 月上旬にか 今年度から町内の 地域ごとの文化財 

けて実施した、 発掘調査の速報 屋 です。 を 取りあ げて、 紹介していきます。 

調査で出土した 古墳時代の土器や 遺 日常では見逃されているような 文化 

ヰ 黄の写真を展示します 0 古代の生活を 財なども紹介していきたいと 思います 0 

少しでも感じてください。 

今年度 ガら 展示協力 貫 こいう文化財ボランティアさんたち ガ 、 展示の テ一 

マを 決定し、 調査・研究をしています。 

展示品の選定、 説明文なども 作成していますので、 皆さん ぜひあ 越しくだ 

さい。 

問い合わせ   
且 余教首謀社会教育係へ 

                          平成 レ年は月 25 日号 アひ 



ぬルタ ロク 汐宰ツバ 
(fWS) 

  
お正月やおもてなしの 時にどうぞ 

① ね ぎと牛肉の押し す し 

②菊花豆腐の す まし 汁 

""" 。 """         キ 。 。 
く ①の材料 4 人分 ) 

① ねぎ [ 白 い 部分 ]( 人 2 本 j ㊤しめじ類 
              : ヨ :)0 牛 肩口 一ス 薄切り (120 グラ       
① 油 ( Ⅱ ¥ さじ 1 ) ①こしょう ( 少呈づ 0 塩   A ① し うゆ 4 大さじ 3 ) 「 : 砂糖 ( 大 
さじ 2  .1 Ⅰ "2)O)@ 酉 ( ソぐ さじ 2  )0  7 く セリ [ め じ ん 初 ヮ ll (. ， l 0 グ フ - ムい ①すし飯米 

( 2 か，フ 。 ) 

く のの作り方 ) 
(1)  ね ぎは飾り用 @. こ少 ・ せ取                                   

り のねぎを 4, 長さの千切り、 しめ 
じ 類は軸を 2, つけて 石 づきを除く     

鍋に 油を熱してねぎ                                     
りとなったら、                                                                       
と化少 める。 ② 牛肉は鍋に えて煮 る 色 が変わったら 取 リ 出 l し 

てザッと 煮て汁をきる。 
③ すし飯にパセリを 加え混ぜる ， 

④ 押し型を酢でめらし ，型の底 と杵 
を セットして、 すし 飯 1/4 畳 ・牛肉 1 
ノ 2 世・ ねぎ 1/  2   市・すし 飯 1/4 量の 
順 に重 ズ a て 詰め、 グッ と 押す。 これ 

を 2 十村 作 り、 また板などの 重石をの 
せて 1 時間おく， 

⑤ 枠を抜いで 底と 蓋をはずし、 食べ 
やす・ く 切る ， 

⑥ ね ぎとしめじ類を 飾りにおいてで 
きあ が @ 

く ②の材料 4 人分 ) 
①豆腐 ( 1T@ 春菊 (40 グラム )0 ゆず 
皮 ( 夕景 )0 出し汁 @ 3 カップ ) ① 塩 ( Ⅱ 、 

さじ 2/3)0 薄口しょうゆ ( 小さじ 1/2) 
① j 酉 (/J) さじ 1 ) 

く ②の作り方 ) 
① 豆腐は下を残し mm かい格子 目 に切 
          4 つに切り分ける、 
② 春菊に湯をとおし、 お椀に敷く         

③ 熱湯に塩を加え、 豆腐 1 切れ、 お 
  玉 にのせ温めでお 椀に入れ、 真中に 

ゆず皮をのせる『 
④ 調味したあ っぃ 汁を注いでできあ 
  

岡垣町食生活改善推進会 
( ヘルスメイトの 会 ) 
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。
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
人
口
の
古
 

 
 

て
も
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
 よ
う
 に
 、
 
化
で
、
病
気
 の
 早
期
発
見
や
治
療
に
と
 

お
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
社
会
保
険
方
式
と
 

し
て
、
総
合
的
に
利
用
で
き
る
仕
組
み
 

●   
次 
予 
防 

モ
ー
Ⅰ
ー
 ド
 は
 、
 

，
介
護
予
防
」
，
一
次
子
 肪
 」
・
 
食
生
活
」
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
 二
 0
0
0
 
年
間
 題
 に
幕
を
あ
け
 た
こ
の
 1
 年
も
、
あ
っ
 

と
い
う
間
に
年
の
瀬
を
迎
え
ま
し
た
。
 

「
健
康
」
こ
い
う
点
で
、
こ
の
 1
 年
を
振
り
返
っ
て
 み
る
こ
「
介
護
予
防
」
 

「
一
次
予
防
」
「
食
生
活
」
の
言
葉
 ガ
浮
ガ
 ん
で
き
ま
 ヲ
 。
 

社
会
全
体
で
「
 介
評
 」
を
支
え
て
い
く
 

●
介
護
予
防
 

も
の
で
す
。
 

そ
の
一
方
で
、
介
護
を
要
す
る
状
態
 

急
速
な
高
齢
化
と
と
も
に
、
脳
卒
中
、
 

心
臓
病
や
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
な
ら
な
 い
 こ
と
、
分
譲
の
状
態
が
悪
 

お
よ
び
こ
れ
ら
が
原
因
と
な
っ
で
引
き
化
す
る
こ
 と
が
な
い
よ
 う
 に
、
自
立
し
 

 
 

起
こ
る
問
題
に
痴
呆
、
寝
た
き
り
な
ど
た
生
活
を
 促
し
支
え
で
い
く
こ
と
が
 求
 

め
ら
れ
で
い
ま
す
。
「
 介
謹
 予
防
」
の
 

の
 
「
介
護
」
が
あ
り
ま
す
，
 

平
成
は
年
 4
 円
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
取
り
組
み
を
、
 

地
域
で
推
し
進
め
る
こ
 

介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
の
介
護
に
と
が
重
要
 ド
 -
 
な
っ
て
き
ま
し
た
。
 

  -%- 

  
カ
ヘ
 

㎡
田
田
臼
田
田
 
 
 ど

ま
ら
な
 い
 健
康
づ
く
り
対
策
が
求
め
 

ら
れ
で
い
ま
す
。
 

病
床
の
原
因
と
な
る
も
の
を
予
防
・
 

改
善
し
、
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
普
 

段
か
ら
健
康
増
進
に
努
め
る
と
い
う
 

「
一
次
予
防
」
と
い
う
考
え
万
で
す
。
 

す
 べ
で
の
人
が
健
や
か
で
、
心
豊
か
 

な
生
活
・
自
立
し
た
生
活
と
い
う
生
活
 

の
質
を
追
求
で
き
る
活
力
あ
る
社
会
と
 

す
る
た
め
に
、
一
次
予
防
に
重
日
 を
置
 

い
た
 対
 簾
を
進
め
、
健
康
 
寿
 ム
世
健
康
 

                      る   死亡 の   
割合は 62.3% です 

  

/ 
その 篠 

古血圧佳月     
l .3% 

け生宙 l 人口双 憶梧肘 @/ 平成 @0 年 

  

  

幻
世
紀
 と
 別
世
紀
に
生
き
て
い
く
 

介
護
予
防
 

や
 一
次
 

マ
丁
 

防
を
考
え
る
と
な
ど
を
、
お
 

正
 
に
 
考
え
で
み
て
 

  

き
 
生
活
習
慣
の
改
善
、
よ
い
生
活
習
慣
は
い
か
が
で
 

し
ょ
う
か
。
 

の
 
習
得
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
の
中
で
も
、
食
生
活
は
生
ま
れ
て
 

健
康
対
策
課
保
健
婦
野
口
洋
子
 

か
ら
死
ぬ
ま
で
も
っ
と
も
必
要
な
習
慣
 

 
 

 
 

思
 
い
ま
す
。
病
気
の
治
療
で
も
予
防
で
 

も
 
必
ず
食
生
活
は
触
れ
ら
れ
ま
す
。
 

健
康
オ
ム
 

"
 
の
 
L
 
ィ
 

な
目
標
と
し
て
、
食
生
活
・
栄
養
に
 

食
 
賀
博
が
 

多
 
・
 
様
 
化
し
て
い
る
社
会
 

の
中
で
・
食
生
活
の
質
を
考
え
て
い
 

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
，
 

 
  
 

望
む
べ
き
健
康
の
た
め
に
何
を
し
な
 

●
食
生
活
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
何
が
で
き
る
か
 

め
ら
れ
で
い
ま
す
。
 

で
 生
活
で
き
る
期
間
）
を
伸
ば
し
て
 
ぃ
 

私
た
ち
は
、
 
ど
の
よ
う
な
健
康
状
態
で
 

く
こ
と
な
ど
を
図
る
こ
と
が
、
強
く
求
ど
の
よ
う
な
 

  

，
ふ
 

ん
ハ
 

ツ
 Ⅰ
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ノ
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Ⅰ採用雄柱 
保育士 /? 人 程度 給食調理員 /l 人 程度 

Ⅰ受験資格 
"" , 。 " 。 h " d " （ ". " " 。 ， ",, + " @ " - - - , - L - 叫 Ⅶ ou ヰ 4 月 z 口がり 暗棚 ㏄ヰ 4 月 l Ⅰ ま Ⅰに土生れた 人 

Ⅹたたし、 条件により受験できない 場合があ ります。 

米国籍条項は 撤廃しました。 

Ⅰ試験日時「 7 次試験上 
平成 l3 年 l 同 28 日 ( 日 ) 午前 9 時から受付 

Ⅰ 吉 % 強会場 
岡垣町役場 

Ⅰ試験内容 
教養試験，適性試験 

来 たたし、 保育士は専門試験を 行います。   
Ⅰ受験手続き   
町長公室人事 係 で申込用紙の 交付を受け、 必要事項を記入し、 

平成 T3 年 ] 同 l2 日 ( 金 @ までに提出してください。 

米 なお。 土 ， 臼 ，祝日は休みです。 

米 また、 申し込みの際には、 写真 ( タテ 5 センチ X ヨコ 4 センチ ) 
2 枚が必要です。 また、 郵送の場合は、 平成仏 年 Ⅰ 月 ]2 日 ( 金 ) 必   

、 を ， " で、 苫類 が完備しているものに 限り受け付けします。 

申し込み・問い 合わせ 

町長公室人事 係へ 

 
 
 
 未
ね
い
 

 
 ち
て
っ
 

た
っ
待
 

も
 4
 
月
Ⅱ
を
 

ど
 

カ
 

 
 

若
 

 
 
員
験
 

職
試
 

 
 垣
採
 

岡
 

付 います 

 
 

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
 

平
成
 は
午
 1
 Ⅱ
 2
 Ⅱ
か
ら
Ⅴ
成
川
 

年
 l
 月
 l
 日
 ま
で
の
冊
に
、
安
保
 を
 

取
り
壊
し
た
り
、
住
宅
Ⅲ
の
十
地
を
 

 
 

け
ら
れ
た
と
き
は
、
米
年
度
の
川
 
淀
 

穏
旺
沌
故
 が
変
わ
り
ま
す
，
 

ん
八
 
)
 
，
 
H
 
勿
ン
一
 

+
 
よ
、
 ・
 
つ
 1
 ノ
 Ⅱ
 

 
 
 
 
大
家
屋
 
革
 

心
法
務
 弓
に
廿
 Ⅰ
さ
れ
て
い
な
い
 

冗
員
Ⅱ
 
庫
 ・
竹
冊
・
 屯
庫
 な
 グ
と
含
 

む
 一
を
取
り
壊
し
、
税
務
 
拙
 同
定
 際
 

睦
 抗
体
に
届
け
出
を
さ
れ
で
 い
 な
 

と
吾
 @
 

②
挙
止
し
て
い
る
 宝
 ㈱
 士
 取
り
壊
し
 

た
が
、
法
務
局
で
 案
卍
 -
 
の
取
 り
壊
し
 

の
登
 ・
記
を
済
ま
し
て
い
な
い
と
き
 

（
土
地
さ
 

①
 億
宅
用
窯
 用
の
敷
地
と
し
て
 利
 Ⅲ
 

し
て
い
る
上
地
ヒ
 %
 接
す
る
 @
 地
を
 

買
い
出
し
た
り
、
造
成
な
ど
に
よ
り
 

件
も
 m
 榛
 牡
の
牧
地
と
し
て
一
体
で
 

利
用
し
で
い
る
と
 冬
 -
.
 

問
い
合
わ
せ
税
務
 甜
同
た
姿
卍
仮
 

係
へ
 

戦
没
者
の
ご
遺
族
の
 
皆
さ
ん
へ
 

福
祉
課
福
祉
係
 

戦
没
者
死
亡
出
時
の
・
・
一
親
等
内
祝
 

族
 で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
人
に
 
、
 

特
別
弔
慰
 令
 が
支
給
さ
れ
ま
ず
 

対
象
Ⅱ
 成
 7
 年
 4
 月
 1
U
 

か
ら
 

成
 Ⅱ
年
 3
 Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
ま
で
の
間
に
 

 
 
公
務
扶
助
 料
 や
近
 族
 年
余
 の
 -
 
ヱ
め
 
-
M
 

櫛
 ワ   

離
 暇
の
日
が
平
成
仏
年
 
4
 月
 1
 ロ
 

以
降
の
人
の
押
川
保
険
給
付
口
数
は
、
 

離
職
の
理
Ⅲ
で
 呉
 な
る
こ
と
に
な
り
 

ま
す
：
 

即
雌
 の
 理
 出
が
、
 倒
用
 
・
 何
 庄
な
 

ど
離
職
を
余
技
な
く
さ
れ
た
人
は
 
、
 

千
げ
 ぃ
 給
付
と
な
り
、
定
年
な
ど
で
 

退
職
さ
れ
る
人
な
ど
あ
ら
か
じ
め
 
時
 

川
 的
に
余
裕
を
持
り
で
 
月
就
嚥
 小
冊
 

が
で
き
る
人
は
、
 
属
川
 保
険
給
付
日
 

数
が
仮
 繍
 さ
れ
ま
す
し
 

な
お
、
 そ
 ㈹
ほ
か
に
も
改
正
さ
れ
 

た
点
が
あ
り
ま
ず
の
で
、
 
問
耶
 に
間
 

ぃ
 合
わ
せ
く
だ
さ
い
 
-
 

問
い
合
わ
せ
八
帖
公
共
職
業
安
定
 

川
呑
 6
2
2
 
１
 L
0
5
6
6
 
へ
 

桁
の
 ・
 
あ
 

内
容
 

の
出
 竹
 

請
求
 期
 

 
 

申
し
込
 

出
山
系
 

雇
用
 る

人
が
 、
い
 な
く
な
っ
た
八
 

仙
 而
主
万
 Ⅲ
、
 6
%
 
朋
世
 

可
 …
 

１
 @
 

限
 
平
成
Ⅱ
 ヰ
 4
 川
 1
 Ⅱ
ま
 

み
・
問
い
合
わ
せ
何
社
℡
 

へ
 

保
険
制
度
 ガ
 

大
き
く
変
わ
り
ま
 す
 

八
幡
公
共
職
業
安
定
所
 

0
 渕
脇
カ
ツ
千
棟
 

故
 
渕
脇
 

砿
 

0
 松
本
澄
子
 
様
 

故
 

松
木
功
 

0
 
日
吉
秀
子
株
 

故
 
H
 吉
 
誠
二
 

0
 花
田
モ
モ
 
ヱ
様
 

故
花
 m 
 宇
 
・
 

0
 岡
村
富
夫
 
様
 

故
 
岡
村
 

ツ
 ナ
 

0
 寺
田
信
行
 
桟
 

故
 
寺
田
マ
ス
 -
 
、
 
、
 

0
 柴
田
キ
ク
ヱ
 
%
 

故
柴
 m
 
 城
市
 

0
 十
日
伊
津
子
株
 

故
山
 m
 
 嘉
円
 ・
 
W
 

（
百
合
 ケ
 正
一
 

%
n
,
,
 
歳
 

-
 束
松
原
 @
 

様
総
棉
 

（
鍋
田
一
 

様
形
成
 

一
成
一
 

棟
門
成
 

一
元
松
原
 @
 

様
銘
 成 

-
 南
隅
）
 

様
 

㏄
 歳
 

ヱ
ぃ
木
 ）
 

様
だ
 歳 

-
 
撮
 
ケ
 
L
 一
 

様
れ
歳
 

「
愛
の
心
づ
か
い
・
 

次
の
皆
様
か
ら
 而
 ℡
返
し
と
し
て
 

ご
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
早
く
お
礼
 

を
申
し
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
 

お
祈
り
中
し
上
げ
ま
す
。
 

一
 Ⅱ
 月
 ㏄
口
受
付
 分
 ま
で
 一
 

Ⅴ
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

0
 本
田
真
理
子
株
Ⅱ
坊
門
什
一
 

校
本
田
一
正
株
 
ワ
歳
 

梓宮のあ る人へ 
膿業昆 純生 6% 姥 しまず 

応募資格 : 陥害者千・ 喋 ・療育手帳 を持っ 

ている人 
Ⅹ 坤育 手帳 を押っている 人は、 総合 実 

勝 のみとなります     
応募締切                                                   1 ⅠにⅡ ( 本 ) まで   
申し込み・問い 合わせ : 福岡陣吉 者職 
業 能力間発 校む 7 Ⅲ -5431 へ 

牒稗 、， １１ 村 名 練 Ⅲ ｜｜ 努定 集目 訓期 
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ク田 下垣に正心通貨 自 宕 282 一 6111 
クい こ。 の 里 ・社会 禰 社協 蕪会 %283 一 2940 

ク m  明ユ ヴ コリーア @r  %282 一 1515 
Ⅰシルバー人材センター %282 一 4688 

中 ク 民館 宕 282 一 0162 
ク 東部公民館 宕 282 一 0035 
Ⅰ西部               館 宕 282 一 7476 
ク 在宅介護支援センター %282 一 5167 

ク東 滞在宅介護支援センター 容 282 一 5103 

出場しま 巴ゐ ； 、 P 

第 ㎎ 国 遠賀郡各町対抗駅伝大会 
と き 平成 l3 年 l 月 ?H 日 ( 日 ) 
ところ 遠賀町総合運動 公 同前周辺 

●駅伝の都 0 
% 種目》 
0 小字生男子・ 女子…学校・クラブ 単位でど 

ちらでも 可 。 l 人 ?' 。 ㍍ 
0 中学生男子…学校単位     
0 中学生女子…学校単位、 l 人 n F ㎡。 

①一般男子‥   何 単位、 l 人 4 "" ㍍ 
米 いずれも、 5 人で l チーム 在 編成。 

仔 出場チーム数 

小学生…制限はあ りません。 

中学生…各学校 X 男女別に 3 チームまで 

一般男子… 告町 3 チームまで 

Y 出場資格少 
小・中学生…郡内 学校 に在校している 人 

一般男子…高校生以上で 平成 l2 年Ⅱ 月 l 日以 
前から郡内に 住んでいる人 

●マラソンの 都 + 
小学生音学年別男女向 吋 出発で、 各学年男 

女別第 3 位まで表彰します。 距離ほいずれも 
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定材受 

請料 員 料費 

20 /   、 干 - 
/ 、 丁 ・ l'l 
/ Ⅰ 
百 
  
十 
  

仏
睡
 

"
 
サ
ソ
リ
 

7
%
 

Ⅰ
 

孜
は
小
 

講
師
 

Ⅲ
 
瑛
 
片
影
 

穏
多
 

・
 
目
 
人
形
学
院
 

@
 
水
 ）
ま
で
に
 -
 
村
 -
 
消
防
試
験
研
究
 
セ
 

⑥
喜
多
弓
木
目
 込
み
人
形
 

ノ
タ
｜
 神
田
県
支
部
 
@
 一
 
T
8
1
2
 
｜
 

俺
稚
 な
ま
な
ざ
し
で
人
気
の
あ
る
 

0
0
5
4
 

梯
団
市
東
区
馬
山
 4
 １
桜
花
ケ
雛
を
件
 っ
 て
み
ま
せ
ん
か
 ?
 

と
き
 
馬
 比年
 1
 月
Ⅱ
Ⅱ
 @
 
月
一
 

Ⅲ
 1
1
1
-
 
へ
 郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
 

通
 門
部
油
防
本
部
チ
リ
 ロ
 （
 
川
 一
・
四
 H
 一
月
一
の
 令
 3
 Ⅲ
 、
 

午
後
１
時
か
ら
 
5
 時
 ま
 -
 
ハ
、
 

防
 烈
公
 
2
9
3
@
8
1
2
5
 

へ
 

 
 

と
こ
ろ
 

二
 ①
・
 
ニ
 
・
①
二
ム
 だ
 盟
主
 

願
書
受
付
 

辻
穏
那
 消
防
本
邸
予
防
 

諜
で
瓠
 占
の
交
付
を
受
け
、
必
要
 
廿
 

項
 を
記
入
し
、
平
成
田
年
 
1
 Ⅱ
げ
口
 

サ
ソ
リ
 /
 ア
 T
 
文
化
講
座
 

ス
ポ
ッ
ト
講
座
 

と
き
 
2
 月
わ
 日
 （
 
日
 -
 
午
前
川
 

時
か
ら
 

と
こ
ろ
九
州
共
立
大
げ
 二
 
北
九
州
 

市
 八
帖
西
区
白
山
 ケ
 正
一
 

試
験
種
類
 

乙
硬
 4
%
 

  
3
 回
危
険
物
取
扱
者
 

試
験
を
行
い
ま
す
 

遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課
 

ン
ト
 が
再
び
不
可
能
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
 

に
挑
む
Ⅱ
 

と
き
平
成
 お
午
 1
 月
れ
口
一
同
一
 

1
 凹
目
Ⅱ
午
前
川
時
 
2
 回
目
Ⅱ
午
 

後
 2
 円
 
3
 回
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 午
後
 6
 時
 

と
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ろ
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ミ
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ー
ル
 

料
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般
 
前
Ⅱ
十
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川
 

当
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百
Ⅲ
へ
今
生
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 千
 Ⅲ
 

当
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 Ⅲ
 -
 
全
市
向
山
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は
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別
途
 
じ
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り
 

・
，
十
五
円
が
必
要
で
 

Ⅹ
 く
ん
 。
 ソ
 乞
士
 
@
 
ノ
こ
、
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@
 №
 

 
 
米
ス
ポ
ッ
ト
講
座
を
希
望
・
 

@
q
 

る
 人
は
 
、
 

中
直
接
イ
ン
フ
 

ナ
 メ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
お
 

な
お
、
宝
貝
に
な
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行
い
ま
ず
，
何
見
 

希
 w
,
 

の
人
を
お
 

待
 

ち
し
て
い
ま
す
。
 

と
き
平
成
 は
 年
 l
 月
光
田
 
ス
ぎ
 

Ⅲ
 瑚
ぃ
 
午
後
 
5
 時
開
演
Ⅱ
午
後
 
6
 

 
 
 
 
と
こ
ろ
ウ
エ
ー
フ
ア
リ
ー
ナ
 

出
演
者
 ギ
ム
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ま ｜ 脅 各種相談 
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0 教育電話相談 ( 教育委員会内 ) 
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Ⅱ同 30 日 ( 土 )  山塊 宙 科医院 ( 冊 垣町 梅吉 津 @ 杏 282-7625   
  12 月㎝同 @ 日   )    まちた内科医院 ( 中川市 池 Ⅲ ) む 245-4970     
1 月 1 口 ( 月 @  原町歯科 抹院 @ 中間 市 垣出 @ 杏 2%,5252 

一 Ⅰ同 2 口 (,;<) - 一 "  口出内科医院 """  "" @ 中田 一一 一 面 埴生 ) 窩 245,3915    , 
l 月 E  ロ ( 対 く ) 

口 南里主商科医院 ( 弔問市中 m ケ浦 @ 
竹村 d.9055     
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